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上か
み
黒く
ろ
山や
ま
遺
跡　

北
区
太
田

　

上
黒
山
遺
跡
は
、
佐
々
木

－

黒
山

－

葛く
ず

塚つ
か

を
結
ぶ
、
市
内
で
最
も
内
陸

に
形
成
さ
れ
た
砂
丘
上
に
立
地
す
る
。
県
道
二
六
号
線
が
こ
の
砂
丘
の
頂

部
を
走
り
、
ま
た
、
永
徳
寺
や
不
動
寺
、
本
空
寺
な
ど
が
こ
の
砂
丘
に
沿

う
よ
う
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　

遺
跡
は
、
昭
和
四
十
一
（
一
九
六
六
）
年
こ
ろ
に
、
標
高
六
メ
ー
ト
ル

図189　遺跡の位置　
２万5000分１地形図「松
浜」・「新発田」

ほ
ど
の
小
高
い
砂
山
を
切
り
崩
し
た
際
に
、
縄
文
時
代
前
期
後
半
（
約
五
〇
〇
〇
年
前
）
の
土
器
と
、
古
墳
時

代
前
期
（
約
一
七
〇
〇
年
前
）
の
土は

師じ

器き

が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
偶
然
発
見
さ
れ
た
。
し
か
し
、
土
取
り

の
た
め
ほ
ぼ
全
壊
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
際
に
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
古
墳
時
代
の
土
器
は
、壺つ

ぼ

二
個
体
（
図
一
九
〇

－

一
・
三
）

と
小
形
の
甕か

め

一
個
体
（
同
二
）
で
あ
る
。
壺
三
は
二
重
口
縁
で
全
面
に
赤
色
が
塗
ら
れ
、
き
め
細
や
か
な
粘
土

で
作
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
口
縁
部
に
は
櫛
歯
状
の
工
具
で
押
し
付
け
た
文
様
が
施
さ
れ
、
体
部
上
半
に
は
粘

土
紐ひ

も

が
貼
り
付
け
ら
れ
、
そ
の
上
に
ヘ
ラ
状
の
工
具
に
よ
る
模
様
が
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、

こ
の
壺
は
何
ら
か
の
祭さ

い

祀し

の
時
に
使
わ
れ
た
土
器
と
考
え
ら
れ
る
。
壺
一
は
口
縁
部
が
「
く
」
の
字
状
に
外
反

し
て
お
り
、
胴
体
部
は
球
状
に
な
っ
て
い
る
。
甕
二
は
口
縁
部
と
体
部
の
間
に
段
が
あ
る
。
上
黒
山
遺
跡
で
出

土
し
た
土
師
器
は
、
畿き

内な
い

方
面
や
北
陸
地
方
の
影
響
が
う
か
が
わ
れ
る
。
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第３章 　平野の遺跡

　

こ
れ
ら
の
上
黒
山
遺
跡
出
土
品
は
、
昭
和
五
十
九

（
一
九
八
四
）
年
に
豊
栄
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

新
潟
市
文
化
財
に
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

北
区
に
は
ほ
か
に
も
正

し
ょ
う

尺じ
ゃ
く遺

跡（
一
一
八
ペ
ー
ジ
）、

葛
塚
遺
跡（
一
二
〇
ペ
ー
ジ
）、
松
影
遺
跡
、
城
ノ
潟

遺
跡
な
ど
の
古
墳
時
代
の
遺
跡
が
あ
る
。
弥
生
時
代

に
比
べ
て
遺
跡
の
数
は
増
え
、
砂
丘
に
立
地
す
る
遺

跡
だ
け
で
な
く
、
自
然
堤
防
に
立
地
す
る
遺
跡
も
出

て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
沖ち

ゅ
う積せ
き地
に
立
地
す
る
遺
跡
は

農
耕
と
深
い
関
係
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。ま
た
、

広
い
範
囲
で
遺
物
が
採
集
で
き
る
こ
と
か
ら
、
遺
跡

の
規
模
も
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
地
域
の
古
墳
時
代
の
遺
跡
は
す
べ
て
同
じ
時
期
に

営
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
出
土
品
か
ら
見
て
、

古
墳
時
代
を
通
じ
て
、
ヤ
マ
ト
政
権
が
越
後
平
野
に

進
出
し
て
き
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

図190　古墳時代前期の土師器　1, 高さ23.7センチメートル　2, 高さ7.4
センチメートル　3, 高さ23.5センチメートル
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